
特集―若年層の就労問題

Business Labor Trend 2007.9

25

初
の
本
格
的
な
ニ
ー
ト
調
査

を
実
施
／
厚
生
労
働
省

厚
生
労
働
省
は
六
月
二
八
日
、
通
学
も
家

事
も
求
職
活
動
も
し
て
い
な
い
一
五
〜
三
四

歳
程
度
ま
で
の
無
業
者
で
、
い
わ
ゆ
る
「
ニ

ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
若
者
に
対
し
初
め
て
実

施
し
た
、
本
格
的
な
実
態
調
査
の
結
果
発
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
般
的
に
ニ
ー
ト

は
、
恵
ま
れ
た
経
済
環
境
に
パ
ラ
サ
イ
ト
す

る
怠
け
者
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
む
し
ろ
暮

ら
し
向
き
が
厳
し
い
家
庭
に
多
く
、
八
割
以

上
の
ニ
ー
ト
が
仕
事
を
し
て
い
な
い
こ
と
に

後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
す
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ニ
ー
ト
の
八
割
近
く

が
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
や
「
営
業
販
売
職
」
な

ど
の
就
労
経
験
を
も
つ
が
、
対
面
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
意
識
か
ら
、
就
労
困
難

に
陥
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

こ
う
し
た
結
果
を
受
け
、
同
省
で
は
「
結

果
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
報
告
書
で
は
、

ニ
ー
ト
が
就
職
氷
河
期
に
増
え
始
め
、
そ
の

支
援
の
遅
れ
は
格
差
の
世
代
間
連
鎖
に
も
つ

な
が
り
か
ね
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
景

気
回
復
に
伴
い
、
ニ
ー
ト
は
減
少
し
て
い
く

だ
ろ
う
と
の
見
方
も
あ
る
が
楽
観
は
で
き
な

い
。
今
回
の
調
査
か
ら
、
ニ
ー
ト
は
そ
も
そ

も
働
け
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
働
き
続
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
課
題
で
、
そ
の
支
援
に
は

個
々
の
状
態
を
見
立
て
た
、
息
の
長
い
対
応

が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
た
。
来

年
度
の
予
算
要
求
の
中
で
、
支
援
策
の
拡
充

も
視
野
に
検
討
し
て
い
き
た
い
」（
基
盤
整
備

室
）―

―

な
ど
と
し
て
い
る
。

実
態
に
つ
い
て
多
角

的
に
調
査

「
ニ
ー
ト
の
状
態
に
あ
る
若

年
者
の
実
態
及
び
支
援
策
に
関

す
る
調
査
研
究
」
は
、
厚
生
労

働
省
が
社
会
経
済
生
産
性
本
部

に
委
託
し
て
実
施
し
た
も
の
。

調
査
は
、
①
昨
年
一
月
〜
今
年

三
月
に
若
者
自
立
塾
や
地
域
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

支
援
機
関
を
訪
れ
、
支
援
を
受

け
て
い
る
／
受
け
よ
う
と
し
て

い
る
若
者
八
二
七
人
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
②
ニ
ー
ト
状
態
か
ら
脱

し
た
若
者
二
八
人
に
対
す
る
専

門
家
ヒ
ア
リ
ン
グ
③
支
援
施
設

（
若
者
自
立
塾
二
五
カ
所
、
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
二
五
カ
所
の
計
五
〇
カ
所
）

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト―

―

の
三
本
で
構
成
し
、

専
門
家
委
員
会
（
座
長
・
宮
本
み
ち
子
放
送

大
教
授
）
が
分
析
を
担
当
し
て
い
る
。

行
政
に
よ
る
ニ
ー
ト
の
実
態
に
つ
い
て
の

把
握
は
、
こ
れ
ま
で
に
内
閣
府
に
よ
る
就
業

構
造
基
本
調
査
の
再
集
計
な
ど
が
あ
る
も
の

の
、
本
格
的
な
実
態
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は

今
回
が
初
め
て
。
ま
た
、
所
属
や
活
動
が
な

く
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
ニ
ー
ト
は

把
握
が
難
し
い
た
め
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で

当
該
状
態
に
至
る
経
緯
や
生
活
意
識
、
職
業

意
識
等
に
わ
た
る
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
調
査
は
、
民
間
を
含
め
て
も
初
の

試
み
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ニ
ー
ト
状
態
の
若
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
／
支
援
機
関
編

ま
ず
、
ニ
ー
ト
の
状
態
に
あ
る
若
者
で
、

支
援
機
関
の
利
用
者
（
四
〇
九
人
）
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
み
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ニ
ー
ト
（「
自
分
は
ニ

ー
ト
の
状
態
に
あ
る
」
と
い
う
自
己
認
識
を

も
つ
回
答
者
）
が
い
る
家
庭
の
経
済
状
況
は
、

「
苦
し
い
」
か
ら
「
余
裕
が
あ
る
」
ま
で
非

常
に
幅
広
く
、
一
般
的
に
流
布
さ
れ
て
い
る

経
済
的
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
若
者
が
働

く
意
欲
を
失
い
ニ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
と
の

見
方
は
、
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

「
あ
な
た
の
家
の
暮
ら
し
向
き
」
に
つ
い
て

の
回
答
は
、「
ふ
つ
う
」
が
四
七
・
一
％
で
も

っ
と
も
多
い
が
、「
や
や
苦
し
い
」（
二
八
・
〇

％
）
と
「
非
常
に
苦
し
い
」（
八
・
九
％
）
が

合
わ
せ
て
三
人
に
一
人
に
の
ぼ
り
、
反
対
に
、

「
や
や
余
裕
が
あ
る
」（
一
〇
・
八
％
）
と
「
余

裕
が
あ
る
」（
三
・
三
％
）
は
七
人
に
一
人
の

割
合
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

進
学
率
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
九
三
・
五

％
が
高
校
に
入
学
し
、
さ
ら
に
四
三
・
五
％

ニート状態にある若年者

出身家庭の経済状況は幅広い、８割が何らかの職業経験あり
自立塾で４割超が期間内に就労達成、ただ月収10万円程度が多数

厚労省が初の実態調査を発表
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が
大
学
・
短
大
、
二
六
・
一
％
が
専
門
学
校
・

各
種
学
校
に
進
ん
で
い
る
。
ニ
ー
ト
の
学
校

歴
は
、
同
世
代
の
水
準
か
ら
み
て
と
く
に
低

い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
高
校
、

大
学
・
短
大
、
専
門
学
校
の
各
段
階
で
の
中

退
者
を
合
わ
せ
る
と
三
割
を
超
え
る
。
ま
た
、

在
学
中
一
カ
月
以
上
の
長
期
欠
席
経
験
者
が
、

高
校
段
階
で
一
六
・
六
％
、
大
学
・
短
大
で

二
五
・
八
％
お
り
、
不
登
校
に
つ
い
て
も
全

体
の
約
四
割
（
三
七
・
一
％
）
が
経
験
し
て

い
る
。
ニ
ー
ト
の
多
く
に
、
学
校
教
育
段
階

で
何
ら
か
の
つ
ま
ず
き
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
生
活
経
験
に
つ
い
て
、
一
一

項
目
を
あ
げ
て
き
い
た
と
こ
ろ
、
半
数
以
上

が
経
験
し
て
い
た
の
は
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

行
っ
た
」（
七
五
・
八
％
）、「
面
接
を
受
け
る

た
め
に
会
社
に
電
話
し
た
」（
六
八
・
二
％
）、

「
就
職
の
面
接
を
受
け
た
」（
六
四
・
八
％
）

―
―

の
ほ
か
、「
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
」（
五

五
・
〇
％
）、「
自
分
か
ら
会
社
を
や
め
た
」（
五

五
・
〇
％
）
な
ど
。
ま
た
、「
ひ
き
こ
も
り
」

（
四
九
・
五
％
）
や
、「
精
神
科
ま
た
は
心
療

内
科
で
治
療
を
受
け
た
」（
四
九
・
五
％
）
の

割
合
も
半
数
近
く
、
こ
れ
に
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ

ェ
等
に
行
っ
た
」（
四
四
・
〇
％
）、「
不
登
校

（
病
気
、
ケ
ガ
以
外
で
連
続
一
カ
月
以
上
学

校
を
休
む
こ
と
」（
三
五
・
九
％
）―
―

と
続

く
。
学
校
で
の
い
じ
め
と
そ
の
後
の
職
業
的

自
立
の
困
難
性
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
他

の
調
査
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

も
学
校
で
い
じ
め
ら
れ
た
経
験
が
高
い
数
値

を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
に
「
連
続
一
カ
月
以
上

就
労
し
た
経
験
」が
あ
る
か
き
く
と
、「
あ
る
」

が
約
八
割
（
七
九
・
〇
％
）
に
の
ぼ
っ
た
。

就
労
経
験
は
平
均
二
・
六
回
。
経
験
職
種
は

「
サ
ー
ビ
ス
職
」（
三
一
・
一
％
）、「
生
産
労

務
職
」（
二
五
・
一
％
）
や
「
営
業
販
売
職
」

（
二
二
・
八
％
）―

―

と
い
っ
た
、
熟
練
を

必
要
と
し
な
い
も
の
が
多
い
。
雇
用
形
態
は

「
ア
ル
バ
イ
ト
」
が
多
く
（
の
べ
雇
用
経
験

の
六
四
・
四
％
）、
不
安
定
な
労
働
市
場
の

波
を
被
り
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
よ
う
す
が

伺
え
る
。

一
般
的
に
就
労
に
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
基

礎
的
な
ス
キ
ル
六
項
目
を
あ
げ
、
苦
手
意
識

を
き
く
と
、「
人
に
話
す
の
が
不
得
意
」
と
す

る
回
答
が
六
四
・
四
％
で
突
出
し
て
お
り
、

対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
意
識
が

目
立
つ
。
ま
た
、
就
労
に
必
要
な
生
活
行
動

の
二
六
項
目
に
つ
い
て
苦
手
意
識
を
尋
ね
る

と
、「
面
接
に
通
る
」（
七
五
・
一
％
）、「
面
接

で
質
問
に
答
え
る
」（
六
四
・
八
％
）、「
職
場

で
友
達
を
つ
く
る
」（
六
四
・
六
％
）、「
上
司

か
ら
信
頼
さ
れ
る
」（
六
四
・
一
％
）―

―

な

ど
の
割
合
が
高
い
。
報
告
書
で
は
、「
一
般
的

な
対
人
関
係
を
含
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
苦
手
意
識
は
今
回
調
査
し
た
ニ
ー
ト
に

か
な
り
広
く
共
通
す
る
特
性
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
意
識
が
不
登
校
や
い
じ
め
、

ひ
き
こ
も
り
、
職
場
の
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
体
験
に
つ
な
が

り
、
苦
手
意
識
が
増
幅
さ
れ
て
就
労
困
難
に

追
い
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い

か
」
と
分
析
し
て
い
る
。

次
に
、
一
般
的
な
生
活
意
識
・
生
活
価
値

観
に
つ
い
て
、
二
九
項
目
を
あ
げ
て
き
い
た

と
こ
ろ
、「
仕
事
を
し
て
い
な
い
と
う
し
ろ
め

た
い
」と
感
じ
る
ニ
ー
ト
が
八
二
・
八
％
、「
社

会
や
人
か
ら
認
め
ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い
」

が
八
二
・
五
％
、「
仕
事
を
し
て
い
く
う
え
で

人
間
関
係
に
不
安
を
感
じ
る
」
が
八
〇
・
九

％
、「
ど
こ
で
も
通
用
す
る
専
門
技
能
を
身
に

つ
け
た
い
」
が
八
〇
・
四
％―

―

な
ど
と
な

っ
て
い
る
。
八
割
前
後
が
ニ
ー
ト
状
態
で
あ

る
こ
と
を
「
う
し
ろ
め
た
い
」「
世
間
体
が
悪

い
」
と
感
じ
て
お
り
、
ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る

こ
と
自
体
が
、
精
神
的
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
よ
う
す
が
伺
え
る
。

さ
ら
に
、
生
活
意
識
・
生
活
価
値
観
に
係

る
二
九
項
目
中
二
三
項
目
に
つ
い
て
、
〇
六

年
四
月
入
社
の
新
入
社
員
の
調
査
値
と
比
べ

て
み
る
と
、
ニ
ー
ト
は
「
職
場
の
同
僚
、
上

司
、
部
下
な
ど
と
は
勤
務
時
間
以
外
は
つ
き

あ
い
た
く
な
い
」「
仕
事
は
お
金
を
稼
ぐ
た
め

の
手
段
で
あ
っ
て
、面
白
い
も
の
で
は
な
い
」

―
―

と
の
回
答
が
新
入
社
員
を
上
回
っ
て
い

る
と
い
う
。
一
方
、
下
回
っ
た
の
は
、「
自
分

は
い
い
時
代
に
生
ま
れ
た
」「
世
の
中
は
い
ろ

い
ろ
な
面
で
今
よ
り
良
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ

う
」「
明
る
い
気
持
ち
で
積
極
的
に
行
動
す
れ

ば
、
た
い
て
い
の
こ
と
は
達
成
で
き
る
」―

―

な
ど
。
ニ
ー
ト
は
新
入
社
員
と
比
較
し
て
、

「
将
来
に
希
望
が
持
て
な
い
」「
対
人
関
係
の

苦
手
意
識
」「
仕
事
に
多
く
を
期
待
し
な
い
」

と
い
っ
た
意
識
を
も
つ
特
性
が
あ
る
よ
う
だ
。

ニ
ー
ト
状
態
の
若
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
／
若
者
自
立
塾
編

次
に
、
若
者
自
立
塾
で
支
援
を
受
け
た
、

若
者
（
四
〇
九
人
）
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
（
面
接
質
問
紙
調
査
）
の
結
果
を
み
る
。

塾
生
の
主
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
年
齢
の

上
位
が
「
二
〇
〜
二
四
歳
」（
三
四
・
二
％
）、

「
二
五
〜
二
九
歳
」（
三
三
・
三
％
）、「
三
〇

〜
三
四
歳
」（
一
八
・
三
％
）。
男
性
が
八
割

以
上
（
八
三
・
九
％
）
を
占
め
、
親
と
同
居

し
て
い
る
割
合
が
高
い（
父
親
と
同
居
八
〇
・

二
％
、
同
母
親
八
八
・
八
％
）。
保
護
者
の

職
業
は
、
多
い
順
に
「
民
間
企
業
勤
務
」（
三

九
・
四
％
）、「
自
営
・
会
社
役
員
」（
一
二
・

二
％
）、「
公
務
員
」（
一
一
・
七
％
）―

―

と

な
っ
て
い
る
。

ニ
ー
ト
歴
は
「
一
年
超
か
ら
三
年
以
下
」

が
三
四
・
七
％
で
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
に

「
一
年
以
下
」（
二
一
・
〇
％
）、「
五
年
超
」（
一

七
・
四
％
）、「
三
年
超
〜
五
年
以
下
」（
一
六
・

九
％
）―

―

が
続
く
。
約
六
割
（
五
七
・
九

％
）
に
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
経
験
が
あ
り
、

そ
の
期
間
は
「
三
年
以
下
」（
三
七
・
六
％
）、

「
一
年
以
下
」（
二
一
・
五
％
）
で
半
数
を
占

め
る
。

こ
れ
ま
で
の
生
活
上
の
経
験
で
は
、「
ひ
き

こ
も
り
」
の
ほ
か
、「
対
人
関
係
の
苦
手
意

識
」（
六
八
・
九
％
）
や
「
生
活
習
慣
の
乱
れ
」

（
五
八
・
九
％
）、「
学
校
不
適
応
」（
五
七
・

〇
％
）、「
深
刻
な
挫
折
経
験
」（
四
三
・
〇
％
）、

「
親
子
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
」（
二
七
・
九
％
）、

「
精
神
的
な
障
害
」（
二
六
・
七
％
）―

―

と

い
っ
た
項
目
で
該
当
率
が
高
い
。

生
活
行
動
の
能
力
は
、「
で
き
る
」
比
率
が

高
い
順
に
、「
自
発
的
な
洗
面
・
身
支
度
」（
六

三
・
三
％
）、「
自
発
的
な
訓
練
参
加
」（
五
三
・

一
％
）、「
自
発
的
な
寝
具
整
理
」（
五
二
・
三

％
）、「
一
般
的
な
挨
拶
」（
五
一
・
八
％
）、「
定

時
の
自
発
的
起
床
」（
四
七
・
四
％
）、「
一
般

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
三
五
・
七
％
）

―
―

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、自
立
塾
の
終
え
方
は
、「
満
期
修
了
」

が
六
八
・
二
％
で
、「
早
期
修
了
」
が
三
・
七

％
、「
中
途
退
塾
」
が
四
・
九
％
。
在
塾
中
に

何
ら
か
の
職
業
的
資
格
を
取
得
し
た
者
（
取

得
準
備
中
を
除
く
）
は
三
六
・
四
％
だ
っ
た
。

四
三
・
五
％
が
訓
練
期
間
内
の
就
労
を
達

成
し
、「
求
職
中
な
ど
」
が
二
三
・
〇
％
い
る

も
の
の
、「（
在
塾
中
に
は
）
就
業
で
き
な
か

っ
た
」
者
も
三
人
に
一
人
（
三
三
・
五
％
）

い
る
。「
就
業
に
い
た
っ
た
」
場
合
の
雇
用

形
態
は
、「
正
社
員
」
が
一
九
・
一
％
、「
ア
ル

バ
イ
ト
」
が
四
九
・
四
％
、「
契
約
社
員
・
臨

時
社
員
な
ど
」
が
二
一
・
九
％
。
多
く
は
月

収
一
〇
万
円
程
度
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
経
済
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的
な
自
立
に
は
ほ
ど
遠
い
。
自
立
塾
の
支
援

は
あ
く
ま
で
、
半
ば
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た

就
労
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
自
立
に
向
け
て
は
修
了
者
へ
の
引
き
続

き
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
と
言
え
る
。

ニ
ー
ト
期
間
と
就
業
の
成
否
の
関
係
を
み

る
と
、「
三
年
超
〜
五
年
以
下
」
の
五
〇
・
七

％
が
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で
「
一
年
超
〜

三
年
以
下
」（
四
五
・
一
％
）、「
一
年
以
下
」（
四

四
・
二
％
）、「
五
年
超
」（
四
二
・
三
％
）―

―

の
順
。

な
お
、
自
立
塾
で
支
援
を
受
け
た
者
の
四

人
に
一
人
（
二
五
・
九
％
）
が
、
低
所
得
証

明
の
提
出
に
よ
り
、
自
己
負
担
金
の
減
額
措

置
を
受
け
て
い
る
。
減
額
措
置
は
、
世
帯
年

収
が
四
〇
〇
万
円
未
満
の
場
合
に
適
用
さ
れ

る
も
の
。
月
一
〇
万
円
単
位
の
支
出
は
、
ご

く
ふ
つ
う
の
中
流
家
庭
に
と
っ
て
も
大
き
な

負
担
で
あ
る
よ
う
す
が
伺
え
る
。

脱
ニ
ー
ト
し
た
若
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ

次
に
、
若
者
自
立
塾
（
一
人
の
み
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
で
支
援
を
受
け
て
、
ニ

ー
ト
状
態
を
脱
し
た
若
者
（
男
性
二
六
人
、

女
性
二
人
、
平
均
年
齢
二
六
・
七
歳
）
に
対

す
る
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果
を
み
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
臨
床
心
理
士
七
人
お
よ

び
社
会
経
済
生
産
性
本
部
職
員
（
キ
ャ
リ
ア

開
発
担
当
）
一
人
が
担
当
。
面
接
は
ニ
ー
ト

状
態
に
至
っ
た
過
程
（
前
就
労
期
）、
ニ
ー

ト
状
態
（
未
就
労
期
）、
自
立
塾
で
支
援
を

受
け
た
時
期
（
被
支
援
期
）、
就
労
し
て
い

る
現
在―
―

の
四
期
に
つ
い
て
、
生
活
の
よ

う
す
や
家
族
・
友
人
、
職
場
で
の
対
人
関
係

や
気
持
ち
の
特
徴
に
つ
い
て
、
フ
リ
ー
に
質

問
す
る
形
式
で
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
前
就
労
期
〜
未
就
労
期
に
か

け
て
は
、
二
八
人
中
七
人
が
高
校
、
専
門
学

校
、
大
学
を
中
退
し
、
そ
の
ま
ま
未
就
労
状

態
に
な
っ
た
と
い
う
共
通
点
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。
中
退
者
で
な
く
て
も
、
予
備
校
や
浪

人
の
途
中
で
進
学
を
や
め
た
り
、
ア
ル
バ
イ

ト
や
常
勤
の
仕
事
に
つ
い
て
も
短
期
間
で
辞

職
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
就
労
期

の
段
階
で
、
何
ら
か
の
対
人
的
な
問
題
を
経

験
し
て
い
る
共
通
項
も
あ
っ
た
と
い
う
。
中

退
者
の
中
に
は
、
い
じ
め
な
ど
が
原
因
で
小

学
校
、
中
学
校
で
不
登
校
に
な
っ
た
経
験
を

も
ち
、
高
校
や
大
学
進
学
後
も
中
退
に
至
っ

た
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

自
立
塾
の
支
援
を
受
け
る
き
っ
か
け
に
つ

い
て
は
、
二
八
人
中
一
九
人
が
他
者
（
と
く

に
母
親
）
か
ら
強
い
勧
め
が
あ
っ
た
と
答
え
、

残
り
九
人
は
自
己
改
善
の
何
ら
か
の
手
段
を

求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
自
立
塾
を
知

り
、
入
塾
に
至
っ
た
と
話
し
て
い
る
。

無
気
力
が
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
な
ニ
ー
ト

だ
が
、
例
え
ば
Ｆ
さ
ん
（
二
七
歳
、
男
性
）

は
ア
ル
バ
イ
ト
を
繰
り
返
す
中
で
、
職
歴
の

無
さ
に
負
い
目
を
感
じ
、
未
就
労
状
態
に
陥

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
親
か
ら
自
立
塾
の

情
報
を
き
い
て
入
塾
を
決
め
た
が
、
そ
の
時

の
気
持
ち
を
「
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

る
な
ら
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
に
な
っ

た
」「
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
ら
、
も
う
少

し
早
く
行
っ
て
い
た
の
に･･･

」
な
ど
と
話

し
て
い
る
。
安
易
な
ニ
ー
ト
生
活
か
ら
脱
却

す
る
た
め
、
行
動
的
に
つ
き
動
か
す
何
ら
か

の
介
入
（
き
っ
か
け
）
を
求
め
て
い
た
よ
う

す
が
伺
え
る
。

一
方
、
被
支
援
期
の
若
者
自
立
塾
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、
母
体
と
な
る
団
体
の
カ

ラ
ー
や
経
営
方
針
を
反
映
し
て
多
様
だ
が
、

お
お
む
ね
①
就
労
体
験
／
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
畑
仕
事
、
廃
品
回
収
、
工
場
作
業
、
買

い
物
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
ヘ
ル
パ
ー
や
接
客
の

仕
事
、
障
害
者
施
設
の
見
学
、
ホ
ー
ム
レ
ス

支
援
の
炊
き
出
し
な
ど
）
②
就
職
模
擬
面
接

③
資
格
取
得
の
た
め
の
勉
強
、
パ
ソ
コ
ン
、

レ
ク
チ
ャ
ー
④
就
職
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
行
く
⑤
身
体
活
動
（
体
操
、

プ
ー
ル
、
武
術
な
ど
）
⑥
そ
の
他
活
動
（
描

画
な
ど
）―

―

を
コ
ア
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
支
援
の
効
果
に
つ
い
て
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
は
、「
昼
夜
逆
転
の
生
活
が
改
善
さ

れ
た
」「
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
人
た
ち
と

気
持
ち
を
共
有
で
き
た
」「
現
状
を
変
え
よ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
」「
対
人
関
係
が
と

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」―

―

と
い
っ
た
評
価

の
声
が
多
い
。
一
方
、
中
に
は
「
仕
事
と
の

橋
渡
し
が
不
十
分
。
職
業
あ
っ
せ
ん
が
あ
る

と
い
い
」
と
い
っ
た
指
摘
や
、
支
援
機
関
と

の
相
性
に
対
す
る
不
満
の
声
も
あ
る
。

卒
塾
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
協
力
者
の
大
半
は
、

自
立
塾
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
就
業
に

至
っ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
時
給
六
〇
〇

〜
八
〇
〇
円
前
後
の
ア
ル
バ
イ
ト
雇
用
だ
っ

た
。
自
立
へ
の
道
は
遠
い
が
、
多
く
が
現
在

の
仕
事
を
続
け
て
い
く
気
構
え
を
も
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
自
立
塾
の
三
カ
月

の
訓
練
期
間
を
延
長
・
更
新
し
て
つ
な
が
り

を
保
ち
、
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
就
業
の
継
続
に

役
立
て
て
い
た
。

例
え
ば
卒
塾
後
、
同
期
の
二
人
と
あ
る
職

場
を
あ
っ
せ
ん
さ
れ
た
が
、
厳
し
い
時
間
管

理
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
嫌
気
が
さ
し
、
二

カ
月
程
で
離
職
し
て
し
ま
っ
た
Ｕ
さ
ん
（
二

六
歳
、
男
性
）
の
ケ
ー
ス
。「
仕
事
を
や
め

た
後
は
し
ば
ら
く
家
で
ゲ
ー
ム
に
浸
っ
て
い

た
。
親
か
ら
小
言
を
言
わ
れ
、
内
心
ま
ず
い

な
あ
と
思
い
つ
つ
知
ら
ん
振
り
し
て
い
た
」

と
い
う
中
で
、
塾
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り

再
び
三
カ
月
の
生
活
改
善
を
経
験
し
た
。「
仕

事
の
内
容
を
き
い
て
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
と

思
っ
た
」
と
、
現
在
の
就
業
に
結
び
つ
い
て

い
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
、

報
告
書
は
、
脱
ニ
ー
ト
者
に
共
通
し
て
み
ら

れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
受
動
性
」「
生
き

て
い
く
こ
と
へ
の
欲
求
の
希
薄
さ
」「
対
人
関

係
の
希
薄
さ
」―

―

の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
ず
、
脱
ニ
ー
ト
者
に
共
通
す
る
人
格
的
印

象
と
し
て
、
物
事
に
対
し
て
の
積
極
性
の
な

さ
や
人
の
意
見
に
身
を
任
せ
る
「
受
動
性
」

を
あ
げ
て
い
る
。
そ
う
し
た
受
動
性
が
、「
と

く
に
や
る
こ
と
が
な
い
か
ら
」
家
に
い
た
り
、

「
何
を
し
た
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
就
職

す
る
意
欲
も
な
い
と
い
っ
た
行
動
に
表
わ
れ

て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、「
生
き
て
い
く
」
こ
と
へ
の
基
本
的

な
欲
求
が
希
薄
で
、
例
え
ば
自
分
で
得
た
収

入
の
使
用
目
的
を
き
く
と
「
と
く
に
買
い
た

い
物
が
な
い
、
と
り
あ
え
ず
貯
金
す
る
」
と

回
答
す
る
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
設
計
に
つ
い

て
も
「
今
は
先
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
」

と
答
え
る
な
ど
、
モ
ノ
へ
の
欲
求
や
将
来
へ

の
野
望
な
ど
が
薄
い
と
い
う
。
欲
求
の
希
薄

さ
と
関
連
し
、
男
女
を
問
わ
ず
年
齢
相
応
の

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
無
さ
、
異
性
に
つ
い

て
の
関
心
・
興
味
の
薄
さ
が
感
じ
ら
れ
た
と

も
指
摘
し
て
い
る
。

「
対
人
関
係
の
希
薄
さ
」
に
関
し
て
は
、

人
と
の
関
係
作
り
の
弱
さ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
狭
さ
が
共
通
し
て
み
ら
れ
、
そ
れ
は
就
労

期
以
前
の
交
友
関
係
だ
け
で
な
く
、
自
立
塾

の
生
徒
同
士
の
交
流
の
乏
し
さ
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
交
流
が
仮
に
あ
っ
た
と

し
て
も
、
お
互
い
に
そ
れ
を
継
続
し
よ
う
と

す
る
意
欲
が
弱
く
、
場
が
異
な
れ
ば
簡
単
に

断
絶
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
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そ
の
う
え
で
報
告
書
は
、
脱
ニ
ー
ト
者
の

多
く
は
、
周
囲
か
ら
の
勧
め
で
若
者
自
立
塾

な
ど
に
「
乗
り
気
で
な
い
ま
ま
」
入
塾
し
て

い
る
も
の
の
、
自
立
塾
で
の
生
活
を
通
じ
て

そ
の
体
験
が
肯
定
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
て

い
る
よ
う
す
を
指
摘
し
て
い
る
。
親
や
友
人

で
は
な
い
新
し
い
他
の
人
間
に
認
め
ら
れ
、

温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
と
い
っ
た
効
果
を
も

た
ら
す
ほ
か
、
塾
の
ス
タ
ッ
フ
や
心
理
相
談

員
に
認
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
気
持
ち
を
引

き
出
す
こ
と
で
、
本
人
の
動
機
づ
け
に
寄
与

し
て
い
る
。
ま
た
、
脱
ニ
ー
ト
者
の
多
く
が
、

三
カ
月
の
塾
生
活
後
も
塾
や
受
け
入
れ
職
場

の
細
や
か
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
支
え
ら
れ
、

就
労
の
「
根
付
き
」
に
導
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
卒
塾
後
の
定
期
的
な
連
絡
体

制
や
、
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
つ
な
げ

る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
シ
ス
テ
ム
作
り
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
察
し
て
い
る
。

支
援
機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

と
全
体
総
括

ニ
ー
ト
の
タ
イ
プ
分
け
に
は
、
内
閣
府
に

よ
る「
求
職
型
」（
＝
失
業
者
）、「
非
求
職
型
」

（
＝
希
望
は
あ
る
が
求
職
活
動
は
行
っ
て
い

な
い
者
）、「
非
希
望
型
」（
＝
就
職
希
望
を
表

明
し
て
い
な
い
者
）―

―

な
ど
が
あ
る
が
、

報
告
書
は
今
回
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ト
の
実
態

を
捉
え
た
う
え
で
、「
選
択
し
た
の
で
は
な
い

無
業
者
、
非
正
規
・
失
業
・
無
業
の
間
を
行

き
来
し
て
い
る
不
安
定
就
労
者
（
図
参
照
）

こ
そ
、
支
援
の
対
象
と
す
べ
き
。
早
期
離
学
、

低
所
得
家
庭
出
身
、
心
身
の
疾
病
・
障
害
、

社
会
的
孤
立
の
状
態
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
を
抱
え
て
い
る
若
者
で
あ
る
」
と
指
摘
。

「
も
し
放
置
す
れ
ば
貧
困
は
固
定
化
し
、
そ

の
数
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
で
社
会
の
統
合

性
が
脅
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
。

無
業
者
へ
の
支
援
は
、
発
見―

誘
導―

参

加―

出
口
の
四
つ
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
な
る
が
、

報
告
書
は
各
段
階
に
お
け
る
今
後
の
課
題
を

示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
発
見
段
階
に
お
い
て

は
、「
早
期
支
援
の
た
め
に
問
題
の
芽
が
生
ま

れ
る
学
校
段
階
で
、
学
校
と
支
援
機
関
が
連

携
し
て
早
期
介
入
す
る
こ
と
」
が
重
要
だ
と

し
、
ま
た
、
長
期
的
に
ニ
ー
ト
を
生
ま
な
い

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
①
ハ
ン
デ
ィ
を

補
う
こ
と
を
重
視
し
た
教
育
・
訓
練
等
②
精

神
的
問
題
や
発
達
的
問
題
を
抱
え
る
者
へ
の

対
応
③
孤
立
化
・
孤
独
化
す
る
環
境
へ
の
対

応―
―

な
ど
が
必
要
だ
と
提
言
し
て
い
る
。

誘
導
、
参
加
段
階
に
つ
い
て
は
、
若
者
自

立
塾
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
ニ

ー
ト
状
態
を
脱
す
る
た
め
に
効
果
的
な
支
援

に
共
通
す
る
エ
ッ
セ
ン
ス
を
洗
い
出
し
て
示

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
個
々
の
状
態
を
見

立
て
た
上
で
の
対
応
（
表
情
、
所
作
な
ど
非

言
語
的
な
部
分
に
も
注
意
、
発
達
障
害
等
の

可
能
性
に
も
注
意
）
②
本
人
の
状
況
に
合
わ

せ
た
小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
を
の
ぼ
る
支
援
に
よ

る
自
己
評
価
の
向
上
③
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
や
仕
事
を
継
続
す
る
た
め
の
基
礎
体
力
の

確
保
④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
意
識

へ
の
対
応
⑤
就
労
体
験
を
通
じ
た
社
会
へ
の

手
ご
た
え
の
付
与
⑥
訓
練
終
了
後
や
就
職
後

の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア―

―

と
い
っ
た
一
連
の
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
。

報
告
書
は
、
ニ
ー
ト
状
態
に
あ
る
若
者
は

職
場
適
応
能
力
が
不
足
し
て
い
た
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
手
意
識
を
も
つ
場
合

が
多
い
た
め
、
単
な
る
「
就
職
支
援
」
で
は

な
く
、
そ
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
「
自
立
の
た

め
の
支
援
」
が
必
要
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
複
雑
な
困
難
を
抱
え
た
若
者
を
一
支

援
機
関
で
対
処
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、
イ

ギ
リ
ス
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
ズ
や
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ユ
ー
ス
・
パ
ス
ウ
ェ
イ
ズ
の
よ
う

な
、
専
門
諸
機
関
の
連
携
体
制
が
必
要
だ
と

し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
報
告
書
は
、「
景
気
が
回
復
基

調
に
あ
る
最
近
、
若
者
問
題
は
解
消
に
向
か

う
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
が
出
始
め
て
い
る
が
、

楽
観
は
許
さ
れ
な
い
」「
日
本
で
は
ニ
ー
ト
問

題
の
本
質
は
、
社
会
的
排
除
の
リ
ス
ク
を
持

つ
、
も
っ
と
も
脆
弱
な
若
者
の
問
題
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
弱
い
」「
こ
の
問
題
が
、『
親
世

代
子
世
代
へ
の
世
代
間
連
鎖
』
と
い
う
悪
循

環
に
陥
ら
な
い
た
め
に
も
、
社
会
的
取
り
組

み
の
手
を
緩
め
る
べ
き
で
は
な
い
」―

―

な

ど
と
訴
え
て
い
る
。　
　

（
調
査
・
解
析
部　

渡
辺
木
綿
子
）

図　社会経済的な自立支援の対象となる若年層の捉え方

※注１「求職型」：無業者（通学、有配偶者を除く）のうち、就業希望を表明し、求職活動をしている個人
※注２「非求職型」：無業者（通学、有配偶者を除く）のうち、就業希望を表明しているが、求職活動はしていな

い個人
※注３「非希望型」：無業者（通学、有配偶者を除く）のうち、就業希望を表明していない個人
※注４「ニート」：ニートという概念が最初に生まれたイギリスでは「NEET」（Not in Employment, 

Education or Training ）とは「16～18歳の、教育機関に所属せず、雇用されておらず、職業訓練に参加し
ていない者」と定義され、日本のような「働く気のない若者」というイメージは無いと言われている。

安定的な就労・就学状態にある層
正規雇用者

不安定な就労状態にある層

「求職型」無業者
（失業者）

主　婦学　生
フリーター

「非求職型」無業者

社会との関係が希薄な層
（ひきこもり）

「非希望型」無業者
ニート

若年無業者

派遣・パート
労働者
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